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 ～ともに～         

               

 

子どもが安心して学べる学校をめざして 

 

学校安全全国ネットワーク 

設立集会 

 

２０１３年６月８日 

 

 

学校安全全国ネットワーク 

 

代表 喜多 明人 

（早稲田大学教授） 

学校安全全国ネットワ

ークでは、子どもの最善

の利益の見地から、学  

校管理下の子どもの事

故防止・学校安全の促

進及び学校災害被災  

者の幅広い支援活動を

行っていきます。 

     

学校安全全国ネットワークを 

２０１３年６月８日に設立しました。 

          

          安全全国ネットワーク役員 

学校安全全国ネットワークがめざすもの 

 

 

代   表      喜多 明人  

副  代  表      原田 敬三  

事務局長      浅見 洋子  

事務局次長・会計 木村 伸子  

  事務局次長    坂本 珠恵  

監  査  役      長岡百合子  

運営委員      入澤  充  

    〃        澤田 佳子  

    〃        鹿野 真美  

    〃        中島 宏治  

    〃        細川  潔  

    〃        堀井 雅道 

よろしくお願いいたし

ます。 



 学校安全関する様々な情報をお届けします。   

 

http://gakouanzen-network.com 

学校安全全国ネットワークは、子どもの最善の利益を確保する立場から、学校安全の質の向上と普及啓発をはかっています。 

  

 

 

子どもが安心・安全に学校生活を送れるよう、電話相談・メール相談を

受け付けています。子どもの利益を最重視する立場から、学校での事

故やトラブルに悩んでいるご本人や保護者、学校関係者（担任・養護

教諭・事務職員など）からの相談に対応してまいります。（秘密厳守）   
 

            ご 相 談 方 法         

電話によるご相談 

学校安全全国ネットワークでは 

祝日を除く 毎週木曜日の 11:00～17:00 

に電話によるご相談を受け付けています。  

 

なお電話が混み合い、かかりにくくなる場合があります。時間をおい

ておかけ直しいただくか、メールフォームをご利用ください。  

メールフォームによるご相談 

学校安全全国ネットワークでは、メールによるご相談を受け付けて

おります。ご相談を希望される方は↓こちらのバナーをクリックし、メ

ールフォームへとお進みください。 

 

なおメールを頂戴してから回答するまでお時間をいただいておりま

すので、あらかじめご了承ください。 

  

http://gakouanzen-network.com/
http://www.gakouanzen-network.com/index.html
http://www.gakouanzen-network.com/index.html
http://www.gakouanzen-network.com/aboutus.html
http://www.gakouanzen-network.com/admission.html
http://www.gakouanzen-network.com/advice.html
http://www.gakouanzen-network.com/diffusion.html
http://www.gakouanzen-network.com/proposal.html
http://www.gakouanzen-network.com/link.html
http://www.gakouanzen-network.com/policies.html
http://www.gakouanzen-network.com/adviceform.html


         第１回 公開学習会 （2013.9.6）  

 佐藤 剛彦（世田谷区立烏山北小学校：校長） 

～開かれた学校づくりと学校安全～ 
鈴木 裕子（元養護教諭・国士舘大学准教授） 

～保健室から見た 学校安全～ 

 

学校のスタッフだけで学校

安全を担うことの限界につい

て、学校防犯、学校防災の具

体的な事例を交えながら報告

されました。  

 保健室には、子どもの心と 

からだの両面に対応できる養  

護教諭がいます。学校保健  

と学校安全の双方を担う大変  

さを語ってくれました。 

第２回公開学習会  講師 小館 映子（稲城市稲城第二中学校：事務職員） 

  ～学校～安全の現場に学ぶ～ ☆学校事務職員が担っている仕事の一つ、教育条件整備から子どもたちの

安全・安心と快適な学校環境作りへの関わりと子どもと一緒に学校施設の改善に取組んだ事例を紹介されました。 

第３回公開学習会 講師には、スクールカウンセラーを予定しています。 

日 時  １２月６日（金）午後１９時～２１時 

場 所  早稲田大学戸山ｷｬﾝﾊﾟｽ 33 号館 16 階 第 10 会議室 

 
 

「

学
校
安
全
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
規
約 

 

第
１
条 

名
称
お
よ
び
事
務
所 

 
 

こ
の
組
織
は
学
校
安
全
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
略
称
安
全
ネ
ッ
ト
）
と
称
し
、
事
務
所

を
東
京
に
置
き
ま
す
。 

第
２
条 

 

目
的 

安
全
ネ
ッ
ト
は
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
立
場
か
ら
、
①
学
校
に
お
け
る
事
故
・

事
件
・
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
活
動
、
防
止
策
の
提
唱
な
ど
、
お
よ
び
、
②
被

災
し
た
子
ど
も
・
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
環
境
を
整
え
、
相
談
活
動
を

は
じ
め
総
合
的
な
支
援
活
動
に
努
め
る
な
ど
、
学
校
安
全
の
普
及
と
そ
の
質
の
向

上
を
め
ざ
し
ま
す
。 

第
３
条 

 

事
業 

安
全
ネ
ッ
ト
は
、
以
下
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。 

① 

学
校
安
全
相
談
救
済
事
業 

 
 

Ａ 

学
校
管
理
下
な
ど
で
被
災
し
た
子
ど
も
・
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

環
境
を
整
え
る
な
ど
総
合
的
な
支
援
活
動
に
努
め
ま
す
。 

Ｂ 
被
災
し
た
子
ど
も
・
そ
の
家
族
の
た
め
に
、
救
済
に
向
け
た
支
援
活
動
を
行
い
ま

す
。 

② 

学
校
安
全
普
及
事
業 

 

学
校
安
全
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動
の
促
進
の
た
め
、
学
校
安
全
に
つ
い
て
の
イ

ベ
ン
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
な
ど
を
開
催
し
、
ま
た
学
校
安
全
に
関
す
る
出
版

物
の
刊
行
、
普
及
に
努
め
ま
す 

③ 

学
校
安
全
提
言
事
業 

 

学
校
安
全
お
よ
び
被
災
者
救
済
の
た
め
に
、
制
度
改
善
な
ど
の
提
言
事
業
に

取
り
組
む
努
力
を
し
ま
す
。 

 

第
４
条 

 

会
員 

 

 

 

  入会のご案内   私たちの活動は皆さんの会費で運営しています。学校安全の相談をはじめとする事業などにご理

解とご賛同を頂き、一人でも多くの方にご入会いただけますよう、ご案内とともにお願い申し上げます。 

  入会方法（手続き） 年会費  ●会員会費…３，０００円  ◎ 賛助会員…５，０００円 

  郵便為替での手続き 振込先-00130-9-346463 加入者名―学校安全全国ﾈｯﾄﾄﾜｰｸ 



 

第
４
条 

 

会
員 

 

安
全
ネ
ッ
ト
は
、
個
人
の
会
員
（
正
会
員
）
に
よ
っ
て
構
成
し
ま
す
。 

 

 

安
全
ネ
ッ
ト
へ
の
経
済
的
な
支
援
そ
の
他
の
応
援
の
た
め
に
、
賛
助
会
員

を
お
き
ま
す
。
賛
助
会
員
は
、
安
全
ネ
ッ
ト
に
賛
同
す
る
個
人
・
団
体
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
議
決
権
を
持
ち
ま
せ
ん
。
会
費
納
入
を
も
っ

て
入
会
と
し
、
会
費
未
納
ま
た
は
申
し
出
を
も
っ
て
退
会
と
し
ま
す
。 

 

第
５
条 

 

組
織 

安
全
ネ
ッ
ト
に
は
、
以
下
の
組
織
を
置
き
ま
す
。 

総
会 

総
会
は
、
正
会
員
を
持
っ
て
組
織
し
、
安
全
ネ
ッ
ト
の
最
終
的
な

意
思
を
決
定
し
ま
す
。 

運
営
委
員
会 

運
営
委
員
会
は
、
代
表
、
副
代
表
、
事
務
局
長
そ
の
他
の

運
営
委
員
若
干
名
（
会
計
を
含
む
）
な
ど
、
正
会
員
に
よ
っ
て
選

出
さ
れ
た
運
営
委
員
お
よ
び
監
事
を
持
っ
て
組
織
し
、
安
全
ネ
ッ

ト
の
日
常
の
運
営
活
動
を
掌
り
ま
す
。 

事
務
局 

運
営
委
員
会
の
下
に
、
事
務
局
を
置
き
ま
す
。
事
務
局
は
、
事

務
局
長
、
事
務
局
担
当
運
営
委
員
そ
の
他
を
持
っ
て
組
織
し
、
日

常
の
事
務
執
行
を
掌
り
ま
す
。 

第
６
条 

 

財
政 

１
．
財
政
は
、
会
費
、
賛
助
会
費
、
寄
付
金
等
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。 

 

２
．
年
会
費
は
、
会
員
３
，
０
０
０
円
、
賛
助
会
員
５
，
０
０
０
円
と

し
ま
す
。 

 

第
７
条 
 

規
約
の
改
正 

 

 

こ
の
規
約
は
、
総
会
で
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

第
８
条 

 

細
則 

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
運
営
委
員
会
で
、
本
規
約
に
則
っ
た
細

則
で
定
め
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

付
則 

（
規
約
の
施
行
） 

 
 

 

 第 23 回 日本外来小児科学会 年次集会 

会  期  2013 年８月３１日（土）・９月１日（日） 

会  場  福岡国際会議所・福岡サンパレスホテル 

☆ 新会員の勝野有美・浅見が参加し出展しました。 

 ≪ひとりごと≫ 

★2013 年 5 月 26 日、松本で開催された「全国 

柔道事故被害者の会」に参加し、名古屋大学：内田

良准教授の講演聞きました。「一人でも多く方がに

知ってもらわねば！」との思いに突き動かされ、「日

本外来小児科学会」の申込締切（5 月 20 日）過ぎ、

悩んだ結果、参加を決意し 5 月 27 日に出展内容を

具体的に示し出展の許可を願い出ました。 

★船橋市で初めて開催された「脳脊髄液減少症を話

会」には、ご本人・ご家族２９名のが関東地域から

集まり、その会に同席を許可されました。衝撃とと

もに「このことも知らせねば！」と思い、外来小児

科医師に「脳脊髄液減少症」を考慮した診断をと展

示に加えました。   



冊子を作り配りました 

お 願 い 

医師・医療従事者の皆様  

      

学校安全全国ネットワーク 

 〒1 0 2 - 0 0 7  東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2 - 7 - 2  ｽ ﾀｰｼ ﾞ ﾌ ﾞ ﾙ 1 7 0 6  

南 北 法 律 事 務 所 内  

T E L  0 3- 3 51 1 -5 0 70    FA X  0 3 - 3 51 1 -5 7 84  

  E-mail :  uta@yoko-no-heya.jp 
 

出
会
い
の
多
い
出
展
で
し
た
。 

＊ 

軟
骨
無
形
性
症
の
現
実
と
未
来
を
考
え
る 

＊ 

「
魚
鱗
癬
の
会
」
（
ぎ
ょ
り
ん
せ
ん
） 

● 

皮
膚
が
魚
の
鱗
（
う
ろ
こ
）
の
よ
う
に
な

る 

● 

汗
を
か
け
な
い
・
体
温
調
整
が
で
き
な
い 

● 

感
染
症
を
起
こ
し
や
す
い 

● 

ひ
ど
い
痒
み 

 

＊
ア
レ
ル
ギ
ー
児
を
支
え
る
全
国
ネ
ッ
ト 

 

＊
「
つ
ば
め
の
会
」 

 
 

 
 

●
口
か
ら
食
べ
物
を
摂
っ
て
、
口
の
中
で
処
理

し
、
飲
み
込
ん
で
、
食
道
か
ら
胃
ま
で
運
ぶ

体
の
機
能
が
、
正
し
く
行
わ
れ
な
い
た
め
に

乳
幼
児
に
至
っ
て
は
命
の
危
機
に
ま
で
及
び

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

学校安全全国ネットワークは、相談活動と情報の発信を当面の中心活動とします。 

ホームページの関連リンクの繋がりだけでなく、連携し協力した活動を行っていきます。 

「市民のひろば」～子どもの命が守られる学校でなければ～で会の紹介がされました。 

 

刊行・問い合わせ： 学校安全全国ネットワーク   

〒102-0071 東京都千代田区富士見２-７-２ ｽﾃｰｼﾞﾋﾞﾙ 1706 南北法律事務所  

           TEL 03-3511-5070   FAX 03-3511-5784 

   Ｅ－ｍａｉ : uta@yoko-no-heya.jp 

mailto:uta@yoko-no-heya.jp

